
「
暮
ら
し
や
す
さ
」と

「
幸
福
」を
実
感
で
き
る
ま
ち
へ

― 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り 

―
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は
じ
め
に

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
物
価

高
騰
な
ど
、
社
会
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
へ
希
望
を

つ
な
ぐ
た
め
、
既
存
の
枠
組
を
超
え

た
発
想
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
暮
ら
し
や
す

さ
」
と
「
幸
福
」
を
実
感
で
き
る
ま

ち
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
市
政
の
使

命
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
現
実
を

共
有
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会
に

立
ち
向
か
う
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
、
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
い
て

く
た
め
に
、
全
力
で
挑
戦
し
て
い
き

ま
す
。

 

目
指
す
ま
ち
の
姿

私
が
目
指
す
の
は
、
心
身
と
も
に

健
康
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

幸
せ
や
生
き
が
い
を
感
じ
続
け
ら
れ

る
、
そ
ん
な
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」

な
ま
ち
で
す
。
名
張
に
は
、
人
と
人

と
が
支
え
合
う
地
域
の
力
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
強
み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
将
来
世
代
に
負
担
を
先
送

り
し
な
い
た
め
、
公
共
施
設
の
再
配

置
や
事
業
の
優
先
度
見
直
し
な
ど
、

「
暮
ら
し
を
守
り
、
未
来
を
創
る
」
た

め
の
行
財
政
改
革
を
断
行
し
ま
す
。

【
重
点
的
な
取
組
】

〇
新
た
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ　

本
市
の
強
み
で
あ
る
「
コ
ン
パ
ク

ト
な
都
市
構
造
」
を
最
大
限
に
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

人
が
集
い
、
交
流
し
、
社
会
参
加

で
き
る
場
を
創
出
す
る
た
め
に
も
、

福
祉
施
策
と
連
携
し
た
持
続
可
能
な

交
通
体
系
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
出
か
け
た
く
な
る
ま
ち
」

を
掲
げ
な
が
ら
、
都
市
機
能
の
最
適

化
と
移
動
手
段
の
再
構
築
、
生
活
基

盤
の
強
化
を
一
体
的
に
進
め
、
誰
も

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
新
た
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
若
者
、
子
育
て
世
代
に

　

選
ば
れ
る
ま
ち

　
「
産
み
育
て
る
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
強
化
し
ま
す
。
特
に
、
市
内
に

お
け
る
分
娩
取
扱
い
施
設
の
回
復
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
の
整
備
も
重
要

な
課
題
で
す
。
児
童
生
徒
数
の
減
少
を

見
据
え
、「
名
張
市
未
来
の
よ
り
よ
い

学
校
の
在
り
方
検
討
審
議
会
」
で
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
び
の

環
境
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま

す
。
中
学
校
給
食
は
、
令
和
11
年
９

月
の
開
始
に
向
け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

〇
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
空
間
の
創
出
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
進
化  

な
ど

　
「
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
」「
歩
き
た

く
な
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
名
張

川
周
辺
の
親
水
空
間
や
、
や
な
せ
宿

な
ど
歴
史
資
源
が
多
い
名
張
駅
西
エ

リ
ア
を
整
備
し
、
人
が
集
い
交
流
す

る
賑
わ
い
の
核
を
創
出
し
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、

観
光
面
で
は
D

 

M

 

O
（
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
）
の
基
盤
強
化
を
図
り
、

外
部
人
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
持
続

可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
に
向

け
、
本
市
の
魅
力
を
戦
略
的
に
発
信

し
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
、
移
住
・

定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。　

　

そ
の
他
、
市
政
運
営
の
重
要
課
題

と
し
て
、
市
立
病
院
の
経
営
健
全
化

と
安
定
運
営
の
た
め
、
中
期
計
画
に

基
づ
い
た
経
営
支
援
と
医
師
・
看
護

師
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。
ま

た
、
次
代
の
ご
み
処
理
体
制
の
構
築

に
向
け
、
広
域
連
携
や
民
間
活
力
の

導
入
な
ど
、
最
適
な
仕
組
み
づ
く
り

に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。

　

い
か
な
る
困
難
な
状
況
に
あ
っ
て

も
、
未
来
に
向
け
て
挑
戦
を
続
け
、

市
役
所
一
丸
と
な
っ
て
、
市
政
運
営

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

政
施
針方

市政運営の
基本的な考え方と
事業の方向性

令
和　

  

年
度

8

市議会６月定例議会で
北川市長が発表した「令
和８年度施政方針」を要
約してお伝えします。

 総合企画政策室
　　  63‐7389

北川市長が発表した
「施政方針」の全文は、
市HPでご覧いただけます

https://www.city.nabari.lg.jp/s009/110/040/560/20200302144914.html
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11億8,886万円
補正後予算額317億8,186万円

令和8年度 一般会計 6月補正予算

4 月に市長選挙があったため、当初予算は政策的
な事業は計上しない「骨格予算」として編成しまし
たが、6月補正予算で政策的経費を盛り込んだ「肉
付け予算」を編成。一般会計の予算総額は、317
億 8,186 万円となりました。

付
肉
算予

  

施
政
方
針
で
示
し
た

「
重
点
的
な
取
組
」な
ど
を
進
め
る

  

補
正
予
算
を
計
上

令
和　

  

年
度

8

 財政経営室  63‐7403

詳しくは
市HPで

市民を対象に「のびっこピ
クニック名張店」（イオン
名張店 3階）の利用料金を
助成します。【関連記事：
P10】

屋内子育て施設
利用料金の助成
501万円

子育てしやすい職場環境
づくりなどに取り組む企
業を市が認定する制度を
創設します。【関連記事：
P18】

ばりっ子すくすく
応援企業認定制度
9万円

交通に精通した外部人材を活用し、地域
コミュニティ交通推進方針見直しや、公
共ライドシェアを含めたコミュニティ交
通の再編に向けた関係者協議など、地域
交通課題の解決に向けた取組を進めます。
　

公共交通対策 150万円

河川改修で創出される河
川空間と、地域活性化や
観光振興を推進するまち
づくりとの一体整備で、
新たなにぎわい創出を図
ります。令和８年度は、
公園施設の設計と公園敷
地の整地を行います。

名張川を生かした
賑わい創出の推進

2,066万円
まちなか再生の拠点と
して、旧細川邸やなせ
宿の民間活力導入に向
けて取り組んでいま
す。令和 8 年度は、事
業者が行う施設改修工
事への補助金を交付し
ます。

旧細川邸やなせ宿
への民間活力導入

403万円
ＮＨＫ大河ドラマ「豊臣
兄弟 !」を契機に、「藤堂
高吉のまち」として認知
度向上を図るとともに、
市民の郷土愛醸成、観光
誘客を通じた地域活性化、
そして、まちなかの新た
な交流を創出します。

藤堂高吉のまち・
名張の魅力発信

138万円
欧米豪の外国人観光客
をターゲットに、世界
的にも希少性の高い、 国
定公園内における滝つ
ぼダイビング体験コン
テンツを造成。販路開
拓、セールスを行って
いきます。

滝つぼダイビング
の観光ツアー化

700万円

名張の魅力発信と官民連携
による移住・定住の促進

賑わい空間整備による新たな価値と交流の創出

新たなコンパクト
シティ

市外向けの魅力発信など
449万円

外部人材を活用し、市外向けの戦略的・効果
的な魅力発信、お試し宿泊支援制度など

就労促進と企業の人材確保
245万円

事業承継や創業への支援、若者の市内就労
促進、企業の人材確保など

宇陀川宇陀川

国道165号
国道165号

※表示単位未満四捨五入

※新たなコンパクトシティ…都市機能の単なる
集約化ではなく、公共交通と福祉の支援制度
の連携により、出かけたくなる場所づくりを
推進することで、住み慣れた地域で安心して
暮らし続けられる持続可能なまちをいいます。

 マークのある予算は、国や県の補助金や企業版ふるさ
と納税、特別交付税による財政措置などを活用しています。

補助金などを最大限活用して事業を推進

中学校給食の令和 11年 9月の開始に向けて、事業者選
定委員会を開催し、PFI 事業者の選定を行います。

中学校給食センター整備準備 11万円

PFI 事業者の選定にあたり、公募に必要な手続きや事業者
選定委員会の運営など、専門的な事務補助を委託します。

中学校給食実施に係る
アドバイザリー業務委託

1,000万円
（債務負担行為）

※債務負担行為…翌年度以降に自治体が金銭的負担をする場合
に、その内容や限度額などを予算書に定めておくこと。

※ PFI…公共施設などの建設・維持管理・運営に、民間の資金や
経営ノウハウを活用する手法です。

伊賀広域農産物ブランド「I
イ ガ グ リ ー ン
GAGREEN」の魅力発信や販

路開拓の一環として、有機農業で生産された地元農産物
の小学校給食への提供を通じた食育推進に取り組みます。

有機農産物の
小学校給食への提供 50万円

若者、子育て世代に
選ばれるまちづくり

空家の除却など
90万円

移住・定住の促進に向け、空家の除却や、除
却後の新築に必要な経費を一部助成します。
【関連記事：P18】

https://www.city.nabari.lg.jp/130/045/100/020/180/index.html

